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パークサイドホテル広島平和公園前 

 

第 1条（適用範囲） 

1. パークサイドホテル広島平和公園前（以下「当ホテル」といいます。）が

宿泊者との間で締結する宿泊契約及びこれに関連する契約は、この宿泊約

款（以下「本約款」といいます。）の定めるところによります。 

2. 本約款に定めのない事項については、法令又は一般に確立された慣習によ

るものとします。 

3. 当ホテルが法令及び慣習に反しない範囲で特約を締結した場合は、その特

約が本約款に優先するものとします。 

4. 当ホテルの予約サイト、公式ウェブサイト、予約確認メール、館内掲示そ

の他の方法により別途提示した利用条件については、本約款の一部を構成

するものとします。 

 

第 2条（宿泊契約の申込み） 

宿泊しようとする方は、当ホテルに対し、次の事項を申し出ていただきます。 

1. 宿泊者の氏名 



2. 宿泊日 

3. 到着予定時刻 

4. 連絡先 

5. 宿泊人数 

6. その他、当ホテルが必要と認める事項 

 

第 3条（宿泊契約の成立） 

1. 宿泊契約は、当ホテルが前条の申込みを承諾した時点で成立するものとし

ます。 

2. インターネット予約サイト、旅行会社その他の予約代理事業者を通じて予

約した場合は、当該事業者から予約成立の通知がなされた時点等、当該事

業者が定める方法により宿泊契約が成立するものとします。 

3. 予約の成立後、当ホテルが定める期限までに宿泊料金の支払いその他必要

な手続が行われない場合、当ホテルは予約を取り消すことがあります。 

 

第 4条（宿泊契約を締結しない場合） 

当ホテルは、旅館業法その他関係法令に従い、次のいずれかに該当する場合を除

き、宿泊を拒むことはありません。 

1. 宿泊しようとする者が特定感染症の患者等であるとき。 

2. 宿泊しようとする者が、賭博その他の違法行為又は風紀を乱す行為をする

おそれがあると認められるとき。 

3. 宿泊しようとする者が、当ホテルに対し、その実施に伴う負担が過重であ

り、他の宿泊者に対する宿泊サービスの提供を著しく阻害するおそれのあ

る要求として法令で定められたものを繰り返したとき。 



4. 客室の不足その他、都道府県又は広島市の条例等により定められた事由が

あるとき。 

5. その他、関係法令に定める宿泊拒否事由に該当するとき。 

6. 前各項に該当するかどうかについては、客観的な事実に基づいて判断する

ものとします。 

7. 当ホテルは、宿泊を拒む場合、宿泊しようとする者から求められたときに

は、その理由を可能な限り丁寧に説明します。 

 

第 5条（宿泊者名簿） 

1. 宿泊者は、チェックイン時その他当ホテルが指定する時期に、関係法令に

基づき必要な事項を登録していただきます。 

2. 宿泊者名簿には、法令及び広島市の定めに従い、氏名、住所、連絡先、年

齢、到着日時、出発日時、前宿泊地、行先地、客室名等を記載していただ

きます。 

3. 日本国内に住所を有しない外国人宿泊者については、国籍及び旅券番号の

記載並びに旅券の提示をお願いすることがあります。 

4. 宿泊者名簿は、関係法令に基づき適切に管理・保存します。 

 

第 6条（宿泊料金） 

1. 宿泊料金は、予約時に提示された料金、当ホテルの料金表又は各予約経路

において表示された料金によるものとします。 

2. 宿泊料金には、別途表示するものを除き、サービス料、消費税等を含むも

のとします。 



3. 広島県宿泊税が課税される宿泊については、宿泊料金とは別に宿泊税を申

し受けます。 

4. 広島県宿泊税は、2026 年 4 月 1 日以降、原則として 1 人 1 泊につき、税抜

きの宿泊料金が 6,000 円未満の場合は非課税、6,000 円以上の場合は 200 円

となります。ただし、法令により課税免除等が適用される場合はこの限り

ではありません。 

 

第 7条（宿泊料金の支払い） 

1. 宿泊者は、当ホテルが指定する方法及び時期に宿泊料金その他の利用料金

を支払うものとします。 

2. クレジットカードその他の決済手段を利用する場合は、それぞれの決済事

業者が定める条件に従うものとします。 

3. チェックイン時又は当ホテルが指定する時点において、宿泊料金の支払い

を求める場合があります。 

 

第 8条（チェックイン・チェックアウト） 

1. チェックイン及びチェックアウトの時刻は、当ホテルが別途定める時刻に

よるものとします。 

2. 宿泊者がチェックアウト時刻を超えて客室を使用する場合、当ホテルが定

める延長料金を申し受けることがあります。 

3. 無断でチェックアウト時刻を大幅に超えて客室を使用した場合、当ホテル

は追加の宿泊料金その他発生した費用を請求することがあります。 

 



第 9条（キャンセル・違約金） 

宿泊予約の取消しについては、以下のキャンセルポリシーを適用します。 

1．9名様以下のご予約 

取消日 キャンセル料 

前日 宿泊料金の 20％ 

当日 宿泊料金の 100％ 

不泊（無断キャンセル） 宿泊料金の 100％ 

2．10名様以上のご予約 

取消日 キャンセル料 

3 日前～前日 宿泊料金の 20％ 

当日 宿泊料金の 100％ 

不泊（無断キャンセル） 宿泊料金の 100％ 

3．キャンセル日の算定 

キャンセル料の「前日」「3 日前」等の日数は、宿泊予定日を基準として暦日で算

定します。 

4．無断キャンセル 

宿泊者から事前の連絡がなく、宿泊当日の所定のチェックイン時刻までに来館し

ない場合は、原則として無断キャンセル（不泊）として取り扱い、宿泊料金の

100％を申し受けます。 

ただし、交通機関の大幅な遅延、事故、災害その他やむを得ない事情がある場合

は、個別に判断することがあります。 



5．連泊予約の途中キャンセル 

連泊予約について、宿泊開始後に残りの日程を短縮又は取消しする場合、短縮又

は取消しの申し出を受けた日を基準として、残りの日程についてキャンセル料を

申し受ける場合があります。 

特に、宿泊開始後に宿泊者の都合により残りの宿泊日数を短縮する場合は、残泊

分について、予約時のキャンセル条件に基づきキャンセル料を申し受けます。 

ただし、当ホテルの責めに帰すべき事由その他法令上の理由がある場合は、この

限りではありません。 

 

第 10条（OTA・旅行会社等を通じた予約） 
1. じゃらん、楽天トラベル、Booking.com、Expedia その他のオンライン旅行

予約サイト（以下「OTA」といいます。）を通じて予約された場合、当該

OTA が定める予約条件、キャンセルポリシーその他の利用規約が適用され

ることがあります。 

2. OTA の予約条件と当ホテルの通常のキャンセルポリシーが異なる場合は、

原則として予約時に当該 OTA 上で表示された条件を優先します。 

3. 旅行会社、旅行代理店その他の事業者を通じた予約については、当該事業

者との契約条件及び約款に従うものとします。 

4. 当ホテルでは、予約経路ごとにキャンセル条件等が異なる場合があります

ので、宿泊者は予約時に表示された条件を確認するものとします。 

 



第 11条（団体予約） 
1. 本約款における団体予約とは、10 名様以上の宿泊を伴う予約その他、当ホ

テルが団体予約として取り扱う予約をいいます。 

2. 団体予約については、予約時に別途提示する条件、契約書、確認書その他

の条件がある場合、その条件を優先します。 

3. 団体予約の人数変更、日程変更、取消し等については、通常の個人予約と

異なるキャンセル条件を設定する場合があります。 

4. 旅行会社等を通じた団体予約については、旅行会社等との契約条件及び約

款を優先します。 

 

第 12条（チェックイン後の宿泊契約の解除・退

館） 
1. チェックイン後においても、宿泊者が本約款、館内規則又は関係法令に違

反した場合、当ホテルは、関係法令に従い必要な措置を講じることがあり

ます。 

2. 宿泊者が次のような行為を行い、旅館業法その他関係法令上の宿泊拒否又

は宿泊契約の解除が認められる場合、当ホテルは宿泊契約を解除し、退館

を求めることがあります。 

(1) 違法行為又は風紀を乱す行為を行った場合又は行うおそれがある場

合 
 

(2) 他の宿泊者、当ホテル従業員その他第三者の安全を著しく害する行

為を行った場合 
 



(3) 当ホテルの施設、設備又は備品を故意に破壊する等の行為を行った

場合 
 

(4) 法令上、宿泊を拒むことが認められるカスタマーハラスメントに該

当する要求を繰り返した場合 
 

(5) その他、関係法令に基づき宿泊を継続させることが適当でないと認

められる場合 

3. 前項の判断は、客観的な事実に基づいて行います。 

4. 退館を求める場合において、宿泊者がこれに応じない場合、当ホテルは警

察その他関係機関に通報・相談することがあります。 

5. 宿泊契約の解除に伴う宿泊料金の返金、キャンセル料その他の費用につい

ては、関係法令及び予約条件に基づき取り扱います。 

 

第 13条（カスタマーハラスメントへの対応） 
1. 当ホテルは、すべての宿泊者に適切な宿泊サービスを提供するとともに、

従業員が安全かつ適切な環境で業務を行えるよう努めます。 

2. 宿泊者からの正当な苦情、要望、問い合わせその他の申し出については、

誠実に対応します。 

3. 一方、宿泊者が従業員に対し、次のような要求を繰り返し行い、その実施

に伴う負担が過重であって、他の宿泊者に対する宿泊サービスの提供を著

しく阻害するおそれがある場合には、旅館業法その他関係法令に基づき、

宿泊を拒否し又は宿泊契約を解除することがあります。 

(1) 契約にないサービス、過剰なサービス又は不当な割引等を繰り返し

要求すること 
 



(2) 長時間にわたり、不当な要求を繰り返すこと 
 

(3) 土下座その他、社会通念上相当な範囲を超える謝罪を要求すること 
 

(4) 特定の従業員による対応のみを要求し続けること 
 

(5) 特定の従業員を退職させること、勤務させないこと等を要求するこ

と 
 

(6) 他の宿泊者を特定の客室に宿泊させないよう要求すること 
 

(7) その他、法令又は厚生労働省の指針等に照らし、宿泊サービスの提

供を著しく阻害するおそれのある要求を繰り返すこと 

4. 暴行、脅迫、威嚇、差別的言動、器物損壊、業務妨害その他犯罪に該当す

るおそれのある行為については、警察その他関係機関に通報・相談するこ

とがあります。 

5. 正当な苦情を申し出ること、当ホテルのサービスに不備があった場合に適

切な対応を求めること、障害その他の事情に基づき合理的な配慮を求める

こと等、それ自体を理由として宿泊を拒むことはありません。 

 

第 14条（客室内の喫煙） 
1. 当ホテルが禁煙と定めた客室内及び館内の禁煙場所では、喫煙を禁止しま

す。 

2. 電子タバコ、加熱式タバコ等についても、当ホテルが禁煙と定めた場所で

は使用を禁止します。 



3. 客室内で喫煙したことにより、客室、寝具、カーテン、家具、壁、設備等

に臭気、汚損その他の損害が発生した場合、宿泊者は、清掃、消臭、補

修、交換等に必要となる合理的な実費を負担するものとします。 

4. 喫煙による汚損・臭気等により、当該客室を一定期間販売できなくなった

場合、当ホテルは、その具体的な損害について賠償を請求することがあり

ます。 

5. 火災その他の危険が生じた場合には、必要に応じて消防その他関係機関へ

通報します。 

 

第 15条（施設・備品の破損、汚損及び紛失） 
1. 宿泊者が故意又は過失により、当ホテルの建物、設備、家具、備品、寝具

その他の物品を破損、汚損又は紛失した場合、宿泊者はその修理、清掃、

交換その他必要となる合理的な費用を負担するものとします。 

2. 宿泊者は、客室内の備品等を客室外へ持ち出してはなりません。 

3. 通常の使用による経年劣化又は通常損耗については、宿泊者に費用を請求

しません。 

4. 損害の内容及び金額については、可能な限り明細を提示します。 

 

第 16条（荷物・手荷物の預かり） 
1. 当ホテルでは、当ホテルが指定する方法及び時間に限り、宿泊者の荷物を

お預かりすることがあります。 



2. 荷物を預ける場合、宿泊者は、現金、貴重品、重要書類、壊れやすい物、

危険物その他当ホテルが預かることが適切でない物を入れないものとしま

す。 

3. 荷物の預かりについては、当ホテルの故意又は過失による場合を除き、盗

難、紛失、毀損等について責任を負わないことがあります。 

4. 冷蔵・冷凍が必要な物、生鮮食品、薬品、危険物その他特殊な管理が必要

な物は、原則としてお預かりしません。 

5. 長期間引き取られない荷物については、宿泊者へ連絡したうえで、関係法

令に従って処分その他の対応を行うことがあります。 

 

第 17条（貴重品） 
1. 現金、貴金属、証券、重要書類、その他の高価品については、宿泊者自身

の責任で管理していただきます。 

2. 客室内に貴重品を放置しないようお願いします。 

3. 当ホテルにおいて貴重品を預かる場合は、当ホテルが指定する方法による

ものとします。 

 

第 18条（駐車場） 
1. 当ホテルの駐車場を利用する場合は、当ホテルが定める利用方法、利用時

間及び料金に従うものとします。 

2. 駐車場内では、徐行その他安全運転に必要な措置を講じてください。 



3. 駐車場内での事故、盗難、車両の損傷その他の損害については、当ホテル

の故意又は過失による場合を除き、当ホテルは責任を負いません。 

4. 駐車場内の設備等を破損した場合、当該宿泊者は修理その他必要な費用を

負担するものとします。 

5. 駐車場が満車の場合その他当ホテルの責めに帰すことのできない事情によ

り駐車できない場合があります。 

 

第 19条（ペット等の同伴） 
1. 当ホテルでは、原則として、犬、猫その他のペットを客室及び館内に同伴

することを禁止します。 

2. ただし、身体障害者補助犬法に定める盲導犬、介助犬及び聴導犬について

は、関係法令に従い受け入れます。 

3. その他、当ホテルが特別に認めた場合については、この限りではありませ

ん。 

4. ペット等の同伴を認めた場合であっても、他の宿泊者又は従業員への安

全・衛生上の問題が生じないよう、当ホテルの指示に従っていただきま

す。 

 

第 20条（未成年者の宿泊） 
1. 未成年者のみで宿泊する場合、当ホテルは、親権者その他法定代理人の同

意書の提出を求めることがあります。 

2. 当ホテルが必要と判断した場合、親権者その他法定代理人への連絡又は本

人確認を行うことがあります。 



3. 未成年者の宿泊については、各予約経路、旅行会社又は OTA が別途定める

条件がある場合、その条件を優先します。 

4. 年齢を偽る等の不正な申告があった場合には、宿泊をお断りし又は予約を

取り消すことがあります。 

 

第 21条（客室への第三者の入室・宿泊） 
1. 宿泊者本人以外の方を客室に宿泊させる場合は、あらかじめ当ホテルに申

し出てください。 

2. 予約された宿泊人数を超えて宿泊する場合、当ホテル所定の追加料金を申

し受けます。 

3. 無断で第三者を宿泊させることは禁止します。 

4. 防犯、消防、安全管理その他必要な場合、当ホテルは宿泊者に対して宿泊

者情報の確認を求めることがあります。 

 

第 22条（忘れ物・遺失物） 
1. 客室その他館内に残された忘れ物については、当ホテルの定める手続及び

関係法令に従って取り扱います。 

2. 忘れ物について、宿泊者から返送を希望された場合、送料その他必要な費

用は宿泊者の負担とすることがあります。 

3. 貴重品、現金その他については、関係法令に従い、警察その他関係機関へ

の届出を行うことがあります。 

 



第 23条（特定感染症等への対応） 
1. 当ホテルは、旅館業法その他関係法令及び厚生労働省の指針等に基づき、

特定感染症の感染防止に必要な協力を宿泊者に求めることがあります。 

2. 宿泊者は、正当な理由がない限り、法令に基づく協力の求めに応じるもの

とします。 

3. 当ホテルは、特定感染症に関する宿泊拒否、感染防止措置その他必要な対

応について、関係法令及び行政機関の指示に従います。 

4. 感染症に関する情報を理由として、法令上認められない差別的な取扱いを

行いません。 

 

第 24条（反社会的勢力の排除） 
1. 宿泊者は、自己又は同伴者が、暴力団、暴力団員、暴力団関係者その他反

社会的勢力に該当しないことを表明するものとします。 

2. 宿泊者が反社会的勢力に該当すると合理的に認められる場合、当ホテルは

関係法令に従い、必要な対応を行います。 

3. 反社会的勢力による違法行為、威迫行為その他犯罪行為については、警察

その他関係機関に通報・相談することがあります。 

 

第 25条（当ホテルの責任） 
1. 当ホテルは、宿泊契約の履行にあたり、当ホテルの故意又は過失により宿

泊者に損害を与えた場合には、その損害を賠償します。 



2. 天災、交通機関の事故・運休、停電、通信障害、その他当ホテルの責めに

帰すことのできない事由によって生じた損害については、当ホテルは責任

を負いません。 

3. 当ホテルの責任について法令に別段の定めがある場合は、その定めに従い

ます。 

 

第 26条（宿泊者の責任） 

宿泊者の故意又は過失により当ホテルが損害を被った場合、当ホテルは、当該宿

泊者に対し、その損害の賠償を請求することがあります。 

 

第 27条（館内設備・非常時） 
1. 宿泊者は、館内の設備、非常口、避難経路その他当ホテルが定める安全上

の指示に従うものとします。 

2. 火災、地震、その他の緊急事態が発生した場合は、当ホテル従業員及び関

係機関の指示に従ってください。 

3. 火災その他の緊急事態を発見した場合は、直ちにフロントその他当ホテル

の従業員へ連絡してください。 

 

第 28条（個人情報の取扱い） 
1. 当ホテルは、宿泊予約、チェックイン、宿泊者名簿の作成、料金の精算、

安全管理その他ホテル運営に必要な範囲で、宿泊者の個人情報を取得・利

用します。 



2. 個人情報については、個人情報保護法その他関係法令に従い、適切に管理

します。 

3. 法令に基づく場合、警察、消防、保健所その他行政機関から適法な要請を

受けた場合等には、必要な情報を提供することがあります。 

 

第 29条（宿泊拒否に関する記録） 
1. 旅館業法その他関係法令に基づき宿泊を拒んだ場合、当ホテルは、法令で

定められた事項について記録を作成し、所定の期間保存します。 

2. 記録には、法令に基づき、宿泊を拒んだ日時、拒否された者、接遇の責任

者、拒否の理由及び経緯その他必要な事項を記載します。 

3. 宿泊拒否の判断は、客観的な事実に基づいて行い、法令に従って適切に管

理します。 

 

第 30条（本約款の変更） 
1. 当ホテルは、法令の改正、社会情勢の変化、サービス内容の変更その他必

要がある場合には、本約款を変更することがあります。 

2. 本約款を変更する場合は、当ホテルのウェブサイト、館内掲示、予約画面

その他適切な方法により告知します。 

3. 変更後の約款は、法令上別段の定めがある場合を除き、告知した時点以降

に成立する宿泊契約に適用します。 

 



第 31条（その他） 
1. 本約款に定めのない事項については、関係法令、条例及び一般に確立され

た慣習によるものとします。 

2. 本約款の各条項が法令により無効となった場合でも、その他の条項につい

ては引き続き効力を有するものとします。 

 

附則 

本約款は、2026 年（令和 8 年） 8 月 1 日より施行します。 

 

パークサイドホテル広島平和公園前 

〒730-0051 

広島県広島市中区大手町 2 丁目 6 番 24 号 

運営：株式会社パークサイドホテル 


